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■
報
告

●

平
成
25
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の

報
告

●

平
成
25
年
度
公
営
企
業
資
金
不
足
比
率

の
報
告

■
諮
問

●

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

住
所　

五
木
村
甲
２
６
７
２
番
地
６

氏
名　

辻　
　

篤
子
氏
（
再
任
）

■
選
任

●

五
木
村
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

住
所　

五
木
村
甲
６
２
５
６
番
地

氏
名　

黒
木
泰
典
氏（
住
民
税
務
課
長
）

■
条
例
の
制
定

●

五
木
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

　
　

平
成
24
年
８
月
に
成
立
し
た
「
子
ど

も
・
子
育
て
関
連
３
法
」
に
基
づ
く
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
」
が
創
設
さ

れ
、
運
営
に
関
す
る
基
準
を
条
例
で
定

め
る
こ
と
と
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

制
定
（
平
成
27
年
４
月
１
日
施
行
）

●

五
木
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

　
　

平
成
24
年
８
月
に
成
立
し
た
「
子
ど

も
・
子
育
て
関
連
３
法
」
に
基
づ
く
児

童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
つ
い
て
の
基
準
を
条
例
で

こ
ん
な
こ
と
が

　

決
ま
り
ま
し
た

９月定例会

バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
設
備
（
小
八
重
橋
へ
）

平
成
27
年
４
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
４
千
７
百
万
円
を
可
決

　

平
成
26
年
第
３
回
五
木
村
議
会
定
例
会
が
平
成
26
年
９
月
16
日
か
ら
19
日

ま
で
の
４
日
間
開
催
。「
報
告
２
件
」「
諮
問
１
件
」「
選
任
１
件
」「
条
例
の

制
定
３
件
」「
条
例
の
一
部
改
正
２
件
」「
計
画
の
一
部
変
更
１
件
」「
村
道
路

線
の
認
定
１
件
」「
補
正
予
算
４
件
」
の
合
計
15
件
は
審
議
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
五
木
村
歳
入
歳
出
決
算
認
定

10
件
が
上
程
さ
れ
、
決
算
認
定
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
査
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
５
人
の
議
員
が
村
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

９月定例会補正予算

会　計　名 補正前額 補正額 予算現額

一 般 会 計 31億1,393万7千円 1億381万9千円 32億1,775万6千円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1億8,488万9千円 93万4千円 1億8,582万3千円

介 護 保 険 特 別 会 計 1億9,499万8千円 618万7千円 2億118万5千円

情 報 通 信 事 業 特 別 会 計 2,925万円 200万7千円 3,125万7千円

定
め
る
こ
と
と
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
制
定
（
平
成
27
年
４
月
１
日
施
行
）

●

五
木
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
　

平
成
27
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
」
に
よ

り
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
つ
い
て

の
基
準
を
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
規
定

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
制
定

■
条
例
の
一
部
改
正

●

五
木
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
税
率
等
の
見
直
し
）

・
個
人
住
民
税

・
法
人
住
民
税

・
外
国
人
法
人
税

・
軽
自
動
車
税

・
固
定
資
産
税

●

五
木
村
移
動
通
信
用
鉄
塔
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
携
帯
電
話
基
地
局
の
鉄
塔
施
設
（
12
基

局
）
を
追
加

■
計
画
の
一
部
変
更

●

五
木
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一

部
変
更

・
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の

計
画
の
一
部
変
更
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臨 時 議 会

一般会計補正予算の主なもの

総 務 費

バンジージャンプ台整備工事　………………………… 20,000千円
小八重橋安全施設整備工事　…………………………… 27,000千円
空き家バンク助成金　………………………………………… 500千円
繰出金（情報通信事業特別会計へ）　 …………………… 2,007千円

民 生 費 集落内道路等整備助成金　………………………………… 5,823千円
保健センター修繕料　……………………………………… 1,145千円

農 林 水 産 業 費 栗鶴地区農業用用排水施設整備工事　…………………… 2,000千円

商 工 費 五木の子守唄祭り実行委員会助成金　…………………… 2,000千円

土 木 費 村道掛橋線吊り橋撤去工事　……………………………… 3,221千円
村道鶴地下谷線道路改良工事（追加分）　 ……………… 2,000千円

住 宅 費 林業従事者用村営住宅宅地造成工事　………………… 15,000千円
林業従事者用村営住宅敷地測量設計業務委託　………… 2,000千円

災 害 復 旧 費 林道空舎線災害復旧測量設計業務委託　………………… 8,538千円

◇今定例会において、下記の特別委員会を設置しました。
　◎決算認定審査特別委員会
　　委員長：山本　　豊　　副委員長：田山　淳士　　委員：全議員

第6回臨時会（7月 16日） 採決結果
工事請負変更契約について（林道八重線開設工事） 全会一致可決
平成26年度五木村一般会計補正予算（第3号） 全会一致可決

第7回臨時会（8月 4日） 採決結果
財産の取得について（消防小型動力ポンプ積載車購入（その２）） 全会一致可決

第8回臨時会（8月 19日） 採決結果
工事請負変更契約の締結について

全会一致可決
（五木村健康・交流広場（仮称）整備工事（その２））

平成26年度五木村一般会計補正予算（第4号） 全会一致可決

第9回臨時会（10月 9日） 採決結果
工事請負変更契約の締結について

全会一致可決
（五木村健康・交流広場（仮称）整備工事（その１））

工事請負変更契約の締結について
全会一致可決

（五木村健康・交流広場（仮称）整備工事（大屋根等））
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主
要
地
方
道
宮
原
五
木
線
全
線
に
つ
い
て
基
本
的
な

1
次
改
良
は
終
わ
っ
た
も
の
の
、
危
険
箇
所
が
多
く
残
っ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
安
全
・
安
心
な
道
路
確
保
し
て

い
く
観
点
か
ら
熊
本
県
に
２
次
改
良
を
要
望
す
る
に
当

た
り
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

・
五
木
村
側
3
箇
所　

・
東
陽
町
側
7
箇
所

・
村
内
外
を
通
じ
、
経
済
的
に
も
重
要
な
道
路
で
あ

る
。

・
ル
ー
プ
橋
が
完
成
し
木
材
運
搬
の
大
型
車
や
バ
イ

ク
の
ツ
ー
リ
ン
グ
が
増
加
し
て
き
て
い
る
。

・
観
光
面
に
も
重
要
性
が
高
い
。

・
国
道
２
１
９
号
や
高
速
道
路
が
通
行
止
め
に
な
っ

た
場
合
、
う
回
路
と
な
り
、
欠
か
せ
な
い
道
路
で

あ
る
。

・
要
望
に
つ
い
て
、
本
路
線
は
八
代
振
興
局
の
管
轄

で
あ
り
、
八
代
市
と
の
協
議
・
調
整
が
必
要
で
あ

る
。

・
急
カ
ー
ブ
や
狭き
ょ
う
あ
い隘な
危
険
箇
所
が
多
く
、
全
て
の

採
択
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
箇
所
を
絞
っ
て
要
望

し
た
方
が
効
果
的
で
あ
る
。

　

６
月
に
要
望
箇
所
を
絞
り
、
写
真
撮
影
を
行
い
、
平

面
図
と
共
に
要
望
書
の
内
容
を
整
理
し
、
７
月
の
定
例

全
員
協
議
会
で
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
要
望
す
る
の
か

協
議
を
行
う
。

主
要
地
方
道
宮
原
五
木
線
の
２
次
改
良
に
向
け
て

ま
と
め

調
査
経
緯

調
査
箇
所

検
討
意
見

＿ 経済常任委員会報告 ＿

流水により冬場に凍結する路面

調
査
期
日

平
成
26
年
６
月
17
日

先が見通せない急カーブ 
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　期　日
　平成 26 年６月 11 日

　協議事件
　「ダムによらない治水対策勉強会」への出席について

　協議経緯
　平成26年６月27日に球磨郡議長会主催による「ダムによらない治水対策勉強会」が開催されるに
当たり、本村の立場を考慮し、本村議会の出席の是非について協議を行った。

　委員の意見
・本村はダム推進の立場であり、「ダムによらない」と付く、この検討会に関わる必要があるの
か。
・下流域首長の川辺川ダムに対する歴史認識が薄れており、意見もまとまっていない。
・話を聞くだけでもよいのではないか。
・球磨川流域自治体には、一方では「ダム建設促進協議会」、片方では「ダムによらない治水を検
討する場」があり、矛盾しているのではないか。

　結　論
　前回、平成 25 年２月 18 日に開催された勉強会には全議員が出席したが、今回は議長と田山ダム
対策委員長のみが参加し、ダムの歴史と苦悩を発言することとなった。

　期　日
　平成 26 年８月 19 日及び９月４日

　協議事件
　第８回「五木村の今後の生活再建を協議する場」（通
常会議）について

　協議経緯
　第８回「五木村の今後の生活再建を協議する場」
（通常会議）、いわゆる「三者協議」が開催されるに
当たり、時間の制約がある中で発言可能な議長にどの
ようなことを述べていただくか協議を行った。

　委員の意見
・第１前提は、雇用の創出を訴えていただきたい。
・国・県に強く働きかけるためには、実現できる提案を議会からもしなければならない。
・法律が生きている中ではあるが、村としての決断も必要な時期ではないか。
・五木全村域の球磨川水系を漁協の水利権行使から除外し、川辺川を活かした活用はできないか。
・水特法計画事業と対岸の付替え村道の完全整備を推進する必要がある。
・やみくもに要望ばかりしても効果がない。的をしぼって要望、要請するべきである。

　結　論
　以下の２点について、国・県に対し要請することとなった。
（１）ダム計画は国・県が推し進めた事業である。したがって、疲弊した本村の再建、再生のため、
原因者である国・県が責任を持って雇用の場を確保すること。

（２）当初から約束されたダム計画に伴う水源地域特別措置法に掲げらている事業の遂行と付替え村
道の早急に整備すること。

「ダムによらない治水対策勉強会」本村議会の対応は？

「国・県・村による三者協議にどう臨
のぞ

む！」

ダ  ム 対 策 特 別 委 員 会

昨年の協議する場（Ｈ25.9.9）
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山
本
議
員　

ふ
る
さ
と
五
木
村
づ

く
り
基
本
計
画
は
、
平
成
21
年
９

月
に
熊
本
県
が
策
定
し
た
五
木
村

振
興
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
期
間

10
年
、（
平
成
21
年
か
ら
30
年
）
５

年
目
に
当
た
る
平
成
25
年
度
の
平

成
26
年
２
月
に
計
画
が
見
直
さ
れ

た
。
こ
の
基
本
計
画
に
は
10
年
後

を
目
指
す
姿
が
定
め
ら
れ
、
施
策

の
方
向
性
三
つ
の
柱
が
あ
り
、
そ

の
中
の
一
つ
に
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
村
づ
く
り
・
暮
ら
し
づ

く
り
と
あ
る
が
、
今
後
の
村
長
の

方
向
性
を
伺
い
た
い
。

和
田
村
長　

五
木
村
に
住
民
の
皆

さ
ん
方
が
安
心
し
て
住
み
続
け
る

環
境
整
備
や
保
健
・
医
療
・
住
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
大
き
な

柱
と
な
っ
て
い
る
。
福
祉
・
高
齢

者
対
策
・
少
子
化
対
策
、
網も
う
ら羅
し

な
が
ら
推
進
し
、
安
心
し
て
五
木

村
に
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

暮
ら
し
づ
く
り
を
つ
く
っ
て
い
き
、

そ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
重
要
と
な
っ
て
い
く
新
た
な

課
題
も
あ
り
、
議
会
で
の
審
議
、

費
用
対
効
果
を
選
別
し
な
が
ら
推

進
し
て
い
き
た
い
。

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
村
づ
く
り
・
暮
ら
し
づ
く
り
は　

　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
山
本
議
員

費
用
対
策
効
果
を
選
別
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
た
い

　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
和
田
村
長

秋の散策をする観光客（宮崎県飫
お び

肥の棚田）

そうめん流しをする老人達

住宅型老人ホーム

を 問 う ！
一般質問
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一般質問

村 づ く り 　

●
ダ
ム
と
再
建
に
つ
い
て

岡
本
議
員　

蒲
島
県
知
事

や
前
民
主
党
政
権
時
代
の

前
原
国
交
省
大
臣
の
川
辺

川
ダ
ム
建
設
中
止
表
明
以

降
、
村
づ
く
り
計
画
が
変

化
し
て
来
て
い
る
。ま
た
、

農
地
造
成
の
遅
れ
か
ら
住

民
の
当
初
の
生
活
設
計
が

く
る
い
、
後
継
者
も
残
し

て
い
な
い
し
、
人
口
減
に

繋
が
っ
て
お
り
、
住
宅
は

新
し
く
な
っ
た
も
の
の
、

生
活
が
出
来
な
い
状
況
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
村
づ
く

り
の
遅
れ
の
責
任
を
国
、

県
に
ど
う
求
め
て
い
か
れ

る
か
。

和
田
村
長　

国
、
県
、
関

係
市
町
村
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
か
と
思
う
。た
だ
、

政
治
家
が
ダ
ム
中
止
と
発

言
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、

法
的
に
も
制
度
的
に
も
ダ

ム
建
設
は
進
め
る
位
置
づ

け
に
は
な
っ
て
い
る
。
責

任
は
国
、
県
が
大
き
い
の

で
、
今
後
も
引
き
続
き
求

め
て
い
き
た
い
。

質
問　

五
木
村
が
モ
デ
ル

と
な
る
よ
う
な
村
づ
く
り

を
す
る
法
整
備
を
す
る
と

言
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ

も
立
ち
消
え
に
な
っ
て
い

る
。
国
が
公
共
事
業
を
止

め
た
場
合
、
具
体
的
に
ど

う
す
る
と
い
う
法
整
備
を

求
め
る
考
え
は
な
い
か
。

村
長　

五
木
村
が
本
当
に

真
か
ら
振
興
で
き
る
も
の
に

し
て
ほ
し
い
と
要
望
は
今
で

も
し
て
い
る
。
た
だ
、
熊
本

県
知
事
と
し
て
、
ダ
ム
建
設

中
止
と
い
う
正
式
な
決
定

が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
も
う
一
方
で

は
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
を

検
討
す
る
場
と
い
う
も
の
が

あ
って
、一
番
五
木
村
が
困
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

質
問　

今
の
水
没
予
定
地

の
暫
定
活
用
で
は
、
企
業

誘
致
も
で
き
な
い
し
、
雇

用
対
策
も
望
め
な
い
。
頭

地
地
区
の
水
没
予
定
地
を

観
光
面
だ
け
の
活
用
で
は

再
建
は
難
し
い
。
久
領
跡

地
ぐ
ら
い
は
企
業
誘
致
敷

地
と
し
て
確
保
し
て
お
く

べ
き
と
思
う
が
、
村
長
の

考
え
は
。

村
長　

水
没
予
定
地
利
活

用
の
協
議
会
が
あ
り
、
い

ろ
い
ろ
協
議
は
し
て
い
る
。

基
本
構
想
は
あ
る
け
れ
ど

も
具
体
的
に
ど
う
す
る
と

い
う
こ
と
は
こ
れ
か
ら
で
、

多
目
的
広
場
は
進
行
中
で

あ
る
が
、
現
行
制
度
で
可

能
な
範
囲
で
し
か
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
我
々

も
非
常
に
困
っ
た
状
態
に

あ
る
。
昔
の
宝
団
地
周
辺

（
元
久
領
地
区
）
一
帯
を
将

来
に
備
え
て
扱
わ
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
。

質
問　

本
格
的
な
村
づ
く

り
を
す
る
た
め
に
は
自
由

に
使
え
る
土
地
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
水
没

予
定
地
を
無
償
で
譲
渡
す

る
よ
う
国
に
求
め
る
考
え

は
な
い
か
。

村
長　

そ
れ
を
正
式
に
申

し
上
げ
る
こ
と
は
、
ダ
ム

反
対
だ
と
い
う
態
度
表
明

に
な
る
。
そ
の
こ
と
が
一

番
の
悩
み
の
種
で
、
議
会

の
皆
さ
ん
の
議

論
の
中
か
ら
お

知
恵
を
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

●
温
泉
管
理
に

つ
い
て

質
問　

温
泉
の

熱
源
が
４
月
か

ら
変
わ
っ
て
い

る
が
、
当
初
計

画
ど
お
り
進
ん

で
い
る
か
。

ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

現

在
、
森
林
組
合
の
小
径
木

加
工
場
か
ら
の
お
が
く

ず
、
木
く
ず
、
素
材
生
産

現
場
か
ら
の
余
り
材
、
不

用
材
の
供
給
に
よ
っ
て

賄ま
か
な
っ
て
お
り
、
村
の
計

画
ど
お
り
順
調
な
運
営
が

な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

質
問　

当
初
一
人
雇
用
し

て
も
１
０
０
万
円
ぐ
ら
い

節
減
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
た
が
、
現
時
点
で
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

村
長　

年
間
１
０
０
万
円

に
至
る
か
ど
う
か
は
不
明

確
で
あ
る
が
、
当
初
の
重

油
代
よ
り
安
く
上
が
っ
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

と
判
断
し
て
い
る
。

水没予定地を無償で譲渡するよう求める考えはないか
　　　　─────────── 岡本正議員

正式に申し上げるとダム反対の態度表明になる
　　　　──────────── 和田村長

水没予定地の中央エリア
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樅
木
議
員　

戦
後
、
日
本
に
お
い

て
は
、
復
興
、
住
宅
供
給
、
の
名

目
の
も
と
拡
大
造
林
が
な
さ
れ
、

そ
の
と
き
植
林
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ

る
人
口
林
が
全
国
に
４
０
０
万
ha

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
今
そ
れ
ら

が
、
次
々
と
伐
採
期
を
迎
え
て
い

る
中
、
立
木
の
価
格
低
迷
が
続
き
、

各
林
家
に
お
い
て
は
高
齢
化
に
加

え
後
継
者
が
い
な
い
な
ど
の
理
由

に
よ
り
山
林
の
手
入
れ
が
ま
ま
な

ら
ず
放
置
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ

り
、
こ
の
ま
ま
だ
と
洪
水
時
の
山

腹
崩
壊
や
土
砂
災
害
に
つ
な
が
る

恐
れ
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
本

村
は
、
全
面
積
の
97
％
を
森
林
で

占
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
の

6.4
％
が
分
収
林
を
含
め
た
村
有
林

だ
と
聞
い
て
い
る
。
残
り
の
62
％

近
く
が
民
有
林
、
個
人
所
有
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
中
で
今
後

の
林
業
経
営
、
後
継
者
に
つ
い
て

も
心
配
は
な
い
と
さ
れ
る
林
家
は

数
少
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
う

い
っ
た
林
家
に
お
け
る
実
態
調
査

な
ど
村
は
し
て
い
る
の
か
。

下
内
農
林
課
長　

林
業
に
つ
い
て

は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、

各
林
家
に
お
い
て
は
森
林
組
合
な

ど
を
通
じ
て
委
託
で
作
業
を
さ
れ

て
お
り
、
個
人
で
林
業
経
営
を
し

て
い
る
と
い
う
方
は
ほ
と
ん
ど
お

ら
れ
な
い
状
態
で
あ
る
。
森
林
組

合
に
お
い
て
民
有
林
の
経
営
計
画

を
た
て
て
作
業
さ
れ
て
い
る
関
係

か
ら
村
と
し
て
の
実
態
調
査
は
し

て
い
な
い
。

和
田
村
長　

個
別
に
そ
れ
ぞ
れ
契

約
を
申
し
上
げ
て
お
り
、
林
家
、

分
収
林
の
相
手
方
に
つ
い
て
は
個

別
面
談
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
後

継
者
な
ど
の
事
を
含
め
た
と
こ
ろ

の
実
態
調
査
な
ど
は
や
っ
て
い
な

い
。

質
問　

林
業
経
営
と
い
う
の
は
経

済
価
値
を
得
る
ま
で
に
は
長
い
ス

パ
ン
が
掛
か
る
訳
で
親
の
代
、
子

の
代
と
繋
い
で
い
か
な
け
れ
ば
所

得
に
は
な
ら
な
い
、
そ
う
こ
う
し

て
い
る
う
ち
に
「
木
材
１
本
の
値

段
が
大
根
１
本
の
値
段
と
変
わ
ら

な
い
の
で
は
」
と
い
わ
れ
る
時
代

が
来
る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
る
中
、

後
継
者
問
題
も
含
め
今
後
の
林
家

に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
林
業
施
策
は

あ
る
の
か
、
村
に
お
い
て
は
森
林

経
営
の
先
進
地
と
さ
れ
て
い
る
、

北
海
道
下
川
町
の
林
業
の
取
り
組

み
方
な
ど
、
情
報
の
収
集
、
調
査

な
ど
さ
れ
て
い
る
か
。

村
長　

私
事
で
は
あ
る
が
近
々
当

地
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
副
村
長
に
お
い
て
も
同
じ

く
道
内
の
芦
別
町
と
い
う
所
へ
研

修
に
行
く
事
に
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
森
林
関
係
の
情
報
収
集
に

も
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
何
に
し
て
も
、
森
林
施
業

計
画
を
森
林
組
合
で
中
心
に
な
っ

て
策
定
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
、
そ
れ
ら
に
則
っ
て
施
業
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
課
題
は
、
森
林
作
業
に
お

け
る
従
事
者
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え

て
、
計
画
に
基
づ
い
て
施
業
し
て

い
く
事
が
大
事
。

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
林
業
施
策
は

　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
樅
木
議
員

林
業
計
画
に
基
づ
い
て
施
業
し
て
い
く

　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
和
田
村
長

を 問 う ！
一般質問

整備されている山林 整備されていない山林
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一般質問

村 づ く り 　

早
田
議
員　

現
在
五
木
村

の
医
療
費
負
担
は
近
隣
他

町
村
と
比
較
し
て
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
、

健
康
指
導
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

川
辺
保
健
福
祉
課
長　

後

期
高
齢
者
の
医
療
費
は
２

億
６
、
５
４
９
万
９
，
５

１
０
円
で
前
年
度
（
２
４

年
）
よ
り
３
０
８
万
６
，

０
０
０
円
下
が
っ
て
い

る
。
一
人
当
た
り
の
医
療

費
は
五
木
村
は
24
年
、
25

年
度
と
も
に
７
０
万
円
台

で
43
番
、
44
番
目
と
県
下

で
も
下
位
の
方
で
推
移
し

て
い
る
。
健
康
指
導
に
つ

い
て
は
、「
げ
ん
ぞ
う
会
」

で
の
健
康
指
導
。
ま
た
、

来
年
度
か
ら
人
間
ド
ッ
ク

を
実
施
す
る
。

質
問　

高
齢
者
の
人
間

ド
ッ
ク
の
補
助
、
送
迎
な

ど
は
ど
う
す
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　

自
己
負

担
は
で
き
る
だ
け
若
い
方
と

同
じ
よ
う
に
し
た
い
、
送
迎

に
つ
い
て
は
検
診
機
関
の
送

迎
が
可
能
と
な
って
い
る
。

質
問　

生
ま
れ
育
っ
た
所

で
最
後
ま
で
暮
ら
し
た
い

と
い
う
方
も
居
ら
れ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
方
へ
の

対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

健
康
福
祉
課
長　

小
規
模

多
機
能
ホ
ー
ム
「
五
木
の

友
」
や
買
い
物
支
援
、
見

守
り
支
援
、「
た
っ
し
ゃ

か
ボ
タ
ン
」
そ
し
て
、
来

年
度
か
ら
診
療
所
内
に
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

設
置
し
て
対
応
し
て
い
き

た
い
。

質
問　

国
は
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
構
想
を
各
地

方
自
治
体
、
行
政
に
策
定

を
求
め
て
い
る
が
、
村
は

ど
の
よ
う
な
方
向
性
を

持
っ
て
い
か
れ
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　

生
活
支

援
ハ
ウ
ス
、
小
規
模
多
機

能
の
宿
泊
施
設
で
は
不
足

す
る
の
で
、
在
宅
支
援
を

す
す
め
い
ろ
ん
な
も
の
を

組
み
合
わ
せ
た
い
。

質
問　

在
宅
支
援
で
今

「
た
っ
し
ゃ
か
ボ
タ
ン
」

な
ど
で
安
否
や
連
絡
な
ど

行
っ
て
い
る
が
、
携
帯
電

話
の
エ
リ
ア
が
あ
る
程
度

整
っ
た
の
で
通
信
機
器
を

使
っ
た
情
報
共
有
が
出
来

な
い
か
。

和
田
村
長　

初
期
投
資
や

携
帯
電
話
の
回
線
速
度
な

ど
調
査
し
検
討
し
た
い
。

●
特
産
品
、
奨
励
作
物
に

つ
い
て

質
問　

特
産
品
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
何

を
目
玉
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
も
の
を
奨
励
作
物
と

し
て
取
組
み
を
す
す
め
ら

れ
る
の
か
。

村
長　

以
前
よ
り
お
茶
、

ク
リ
を
生
産
し
て
来
た
。

今
は
六
片
ニ
ン
ニ
ク
を
生

産
部
会
を
作
っ
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
ト
マ
ト
、
レ
タ
ス

の
試
験
栽
培
も
お
こ
な
っ

て
い
る
。

質
問　

害
獣
ナ
ビ
バ
リ
ア

シ
ス
テ
ム
を
導

入
さ
れ
て
い
た

が
そ
の
効
果
は

ど
う
だ
っ
た
の

か
。

下
内
農
林
課
長

　

農
地
へ
の
野

生
獣
の
侵
入
防

止
、
被
害
の
減

少
効
果
は
出
て

い
る
。

質
問　

サ
ル
の

目
撃
通
報
で
、

通
報
し
て
も
返

答
が
な
く
ど
う

な
っ
た
の
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
住
民
の

声
も
聞
く
が
ど
う
対
応
し

て
い
る
の
か
。

農
林
課
長　

す
ぐ
に
対
応

と
い
う
の
は
広
い
村
な
の

で
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
専
従
の
駆
除

隊
を
活
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

特
産
物
の
奨
励
作

物
を
決
め
て
長
期
的
に
取

り
組
む
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

農
林
課
長　

耕
作
面
積
が

限
ら
れ
て
い
る
の
で
１
種

目
で
は
、
無
理
で
は
な
い

か
と
思
う
。

高齢者の医療と介護対策は 
　　　　─────────── 早 田 議 員

訪問看護ステーションの設置で対応
　　　　───────── 川辺保健福祉課長

小規模多機能ホーム「五木の友」（コミュニティスペース）
H25.2月撮影
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中
村
議
員　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

和
田
村
長　

平
成
25
年
度
か
ら
順

に
作
成
を
始
め
て
お
り
、
全
村
的

に
進
め
て
い
き
た
い
。
避
難
所
を

知
っ
て
お
く
だ
け
で
な
く
、
災
害

時
に
自
分
た
ち
が
何
を
な
す
べ
き

か
を
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

質
問　

住
民
参
加
の
マ
ッ
プ
の
作

成
に
よ
り
、
危
険
箇
所
や
避
難
方

法
の
認
知
・
理
解
に
ど
の
く
ら
い

の
効
果
が
あ
っ
た
と
認
識
さ
れ
て

い
る
か
。

村
長　

各
地
区
に
総
務
課
か
ら
出

向
き
、
県
の
協
力
も
受
け
て
行
っ

て
い
る
が
、
参
加
率
、
参
加
意
欲

も
非
常
に
高
い
と
感
じ
て
い
る
。

質
問　

危
険
箇
所
の
見
直
し
、
内

容
の
改
善
、
更
新
、
紛
失
等
を
考

慮
し
て
の
再
発
行
な
ど
の
取
り
組

み
は
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。
ま

た
、
各
家
庭
で
目
に
付
く
場
所
に

掲
示
を
徹
底
す
る
よ
う
な
呼
び
か

け
は
考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

総
務
課
長　

予
算
の
伴
う
こ
と
で

は
あ
る
が
、
１
年
ご
と
の
見
直
し

を
考
え
て
い
る
。
各
戸
へ
の
配
付

だ
け
で
な
く
、
集
会
場
や
避
難
施

設
な
ど
に
大
き
い
も
の
を
貼
っ
て

確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

質
問　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

マ
ッ
プ
の
公
開
が
進
ん
で
い
る
が
、

本
村
は
現
在
な
さ
れ
て
い
な
い
。

住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
客
、
仕

事
で
来
村
さ
れ
る
方
々
に
対
し
て
、

情
報
の
開
示
は
義
務
だ
と
思
う
が
、

今
後
の
計
画
を
伺
い
た
い
。

総
務
課
長　

意
義
あ
る
取
り
組
み

だ
と
思
う
の
で
、
可
能
で
あ
れ
ば
、

検
討
し
た
い
。

質
問　

地
区
に
よ
っ
て
は
、
災
害

時
を
考
慮
し
て
食
料
や
水
な
ど
の

備
蓄
品
を
用
意
し
て
あ
る
が
、
賞

味
期
限
等
を
含
め
た
諸
々
の
管
理

面
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

総
務
課
長　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
懐
中

電
灯
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
の
資
機
材

と
非
常
食
の
保
管
は
、
地
区
の
方

で
お
願
い
し
た
い
。
非
常
食
に
つ

い
て
は
３
年
な
ど
の
期
限
が
あ
る

た
め
、
そ
れ
を
活
用
し
た
避
難
訓

練
な
ど
も
考
え
た
い
。

質
問　

本
村
は
、
急
き
ゅ
う
し
ゅ
ん
峻
で
深
層
崩

壊
が
起
こ
り
易
い
、
集

落
が
点
在
し
、
深
刻

な
高
齢
化
と
い
う
五

木
の
現
状
に
即
し
た

全
村
的
な
防
災
避
難

訓
練
の
実
施
を
訴
え

て
き
た
。
現
在
、
訓

練
の
計
画
が
な
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
、

内
容
や
進
捗
状
況
を

伺
い
た
い
。

村
長　

地
域
ご
と
に

は
こ
れ
ま
で
も
実
施

し
て
き
た
が
、
全
村

的
な
訓
練
は
平
成
22

年
以
降
実
施
し
て
お

ら
ず
、
今
年
は
是
非
、
実
施
し
た

い
。
現
在
、
西
地
区
を
想
定
し
て

お
り
、
各
関
係
機
関
の
協
力
と
地

域
の
方
々
の
協
力
を
仰
い
で
、
11

月
中
を
目
処
に
実
施
へ
向
け
て
調

整
を
し
て
い
る
。

全
村
的
な
防
災
避
難
訓
練
の
実
施
は

　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
中
村
議
員

西
地
区
を
想
定
し
て
の
避
難
訓
練
を
計
画
中

　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
和
田
村
長

村 づ く り を 問 う ！
一般質問

防災マップ
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  9月  3日 五木村公園名称選定委員会（議長）
 9月定例全員協議会
 9月定例郡議長会議（議長）
  9月  4日 ダム対策特別委員会
  9月  9日 議会運営委員会
 第8回「五木村の今後の生活再建を協議する場」
  9月14日 平成26年度五木村敬老式典（全議員）
  9月16日 第3回五木村議会定例会～19日
  9月22日 五木の子守唄祭実行委員会（議長、早田総

務委員長、岡本経済委員長）
  9月24日 例月現金出納検査（岡本監査委員）～25日
  9月26日 下球磨町村議会議員親善グラウンドゴルフ

大会　
  9月30日 人吉球磨広域行政組合議会議員視察研修

（田山・山本議員）～10月1日
 
10月  1日 監査委員全国研修会（岡本監査委員）～3日
10月  7日 人吉球磨広域行政組合議会決算特別委員会（田山議員）
10月  8日 主要地方道宮原五木線改良要望（岡本経済

委員長）
10月  9日 10月定例全員協議会
 広報委員会

10月15日 10月定例郡議長会議（議長）
 広報委員会
10月16日 平成27年度管内主軸事業要望（議長）～17日
10月20日 広報委員会
10月21日 議員視察研修及び国会議員訪問～23日
10月24日 球磨郡町村議会議員親善グラウンドゴルフ大会
10月27日 平成25年度決算認定審査特別委員会
 広報委員会
10月29日 人吉球磨広域行政組合議会決算特別委員

会（田山議員）
 
11月  5日 11月定例全員協議会
11月  6日 熊本県町村議会議員研修会
11月  7日 人吉球磨広域行政組合議会決算特別委員

会（田山議員）
11月12日 第58回全国議長大会及び産業行政視察（議

長）～14日
11月19日 県町村議会広報研修会（広報委員）
11月27日 人吉下球磨消防組合議会定例会（中村議員）
11月28日 人吉球磨広域行政組合議会第4回定例会

（田山・山本議員）

議会の動き（９月～11月）

◎
出
身
は
山
江
村
だ
そ
う
で
す
が
、
少
し
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

年
齢
は
今
年
30
歳
に
な
り
ま
す
、
９
月
か
ら
宮
園

の
旧
北
小
学
校
隣
の
村
営
住
宅
（
旧
校
長
住
宅
）
に

引
越
し
五
木
村
民
と
な
り
ま
し
た
。

◎
役
場
に
採
用
さ
れ
る
前
は
、
ど
こ
で
ど
ん
な
仕
事
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
か
？

　
　

五
木
村
に
お
世
話
に
な
る
直
前
に
は
山
江
村
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
映
像
製
作

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

に
な
る
前
は
映
像
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
事
業
に

携た
ず
さわ
り
な
が
ら
家
具
職
人
・
営
業
マ
ン
・
料
理
人
と

様
々
な
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

◎
五
木
村
に
住
ま
れ
て
、
間
も
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
「
良
か
っ
た
こ
と
」「
困
っ
た
こ
と
」
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
　

な
ん
と
い
っ
て
も
自
然
が
豊
か
な
こ
と
で
す
。
ア

ウ
ト
ド
ア
が
大
好
き
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
カ
ヤ
ッ
ク

な
ど
が
趣
味
で
、
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
と
、
紅
葉
が

大
好
き
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　
　

困
っ
た
こ
と
は
買
い
物
で
す
。
で
も
そ
の
不
便
さ

を
今
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

◎
五
木
村
に
根
ざ
し
、
住
民
に
活
用
い
た
だ
け
る
番
組

制
作
を
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
苦
労
す
る

点
は
な
い
で
す
か
。

　
　

ま
だ
、
五
木
村
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
情
報
を
集
め
る
こ
と
に
苦
労
し
て
い
ま

す
。
小
さ
な
行
事
、
地
元
人
だ
け
が
知
る
観
光
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
、
色
々
な
情
報
を
教
え
て
も
ら
え
る
と
助
か

り
ま
す
。

◎
五
木
村
は
少
子
高
齢
化
が
典
型
的
な
村
で
す
。
取
材

を
通
し
、
村
外
出
身
者
か
ら
の
目
で
、
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
活
性
化
が
図
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
か
。

　
　

少
子
高
齢
化
に
つ
い
て
は
全
国
的
に
重
要
な
問
題
で

す
が
、
高
齢
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
昔
か
ら
の
情

報
・
知
恵
・
伝
統
を
知
る
人
が
多
く
い
る
と
い
う
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。

　
　

し
か
し
、
引
き
継
ぐ
後
継
者
が
少
な
い
の
も
事
実
で

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
公
開
し
て
い
く
こ

と
と
考
え
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
ア
ピ
ー
ル
だ
け
で

な
く
、
生
活
自
体
（
特
に
デ
メ
リ
ッ
ト
）
を
も
っ
と
広

め
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

今
回
、
７
月
１
日
付
で
情
報
専
門
職
と
し
て
採
用
さ
れ

た
「
西に

し
か
わ川  

忠た
だ
ゆ
き孝

さ
ん
」
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

インタビュー

西
にしかわ

川 忠
ただゆき

孝さん（29歳）
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五
木
村
議
会
だ
よ
り

発　
　

行　

五
木
村
議
会

発
行
責
任
者　

議
長　

西
村
久
徳

編　
　

集　

議
会
広
報
委
員
会

〒
八
六
八̶

〇
二
〇
一  

熊
本
県
球
磨
郡
五
木
村
甲
二
六
七
二
ー
七 

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
九
六
六
）
三
七
ー
二
三
五
二

編
集
後
記

次
回
の
定
例
会
は
12
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

とし ふみ

　

五
木
村
第
２
の
集
落
を
誇

る
宮
園
地
区
よ
り
北
へ
約
３

キ
ロ
、
国
道
４
４
５
号
沿
い

に
、
八
重
地
区
が
あ
る
。
道

筋
よ
り
高
台
に
向
か
っ
て
数

軒
の
家
々
が
並
ぶ
、
八
重
八

幡
神
社
を
中
心
と
し
た
集
落

と
、
少
し
離
れ
た
所
に
、
お

堂
と
、
集
会
所
を
中
心
と
し

た
集
落
か
ら
な
る
。そ
の
昔
、

集
落
の
上
部
に
位
置
す
る
山

間
を
里
道
が
通
っ
て
い
て
村

の
西
に
当
た
る
、
小
鶴
方
面

か
ら
栗く
り
づ
る鶴
、
平ひ
ら
の野
地
区
を
通

り
、
平
沢
津
へ
抜
け
、
泉
町
、

小
川
町
へ
と
出
掛
け
て
行
っ

て
い
た
そ
う
だ
、
戦
前
、
戦

後
ま
で
、そ
の
道
は
あ
っ
て
、

筆
者
の
父
は
、
若
い
頃
、
白

岩
戸
地
区
に
住
ん
で
い
て
、

家
で
飼
っ
て
い
た
馬
を
軍
用

馬
と
し
て
供
出
す
る
た
め
、

そ
の
道
を
通
っ
て
、
熊
本
の

練れ
ん
ぺ
い
し
ょ

兵
所
ま
で
馬
を
引
い
て
行

っ
た
事
が
あ
っ
た
と
語
っ
て

く
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、そ
の
道
筋
周
辺
を
、

小お

の野
と
言
う
地
名
で
呼
ん
で

い
て
、
古
地
図
で
見
る
と
か

な
り
広
範
な
面
積
を
示
し
て

い
る
が
、
地
名
の
由
来
や
、

箇
所
を
特
定
で
き
る
も
の
が

無
く
、
古
く
を
語
る
人
も
数

少
な
く
な
っ
て
い
る
。
八
重

八
幡
神
社
の
例
祭
は
、
年
に

４
回
行
わ
れ
、
春
祈
祷
、
夏

初
穂
、
秋
に
御ご

り
ゅ
う
が
ん

就
願
と
い
う

大
祭
も
あ
る
。
神
事
の
仕
方

も
独
特
な
趣
向
が
ほ
ど
こ
さ

れ
、
一
見
の
価
値
あ
り
で
あ

る
。
地
区
の
呼
び
名
は
、
神

社
周
辺
が
、
中
八
重
、
そ
の

上
に
、
上
八
重
、
ま
た
、
下

八
重
（
シ
マ
チ
、
コ
ウ
ノ
）

と
呼
ば
れ
国
道
沿
い
に
点
在

す
る
が
、
行
事
ご
と
に
協
力

し
あ
っ
て
、
地
域
を
守
っ
て

こ
ら
れ
て
い
る
。
地
区
集
会

施
設
の
そ
ば
に
は
、
阿
弥
陀

堂
が
あ
り
、
阿
弥
陀
如
来
像

が
鎮
座
さ
れ
て
い
る
。
決
ま

っ
た
祀
り
日
は
な
い
が
、
地

区
住
民
で
常
に
清
掃
し
て
お

ら
れ
る
そ
う
だ
。
集
落
を
、

国
道
沿
い
に
南
下
す
る
と
、

五
木
村
第
２
の
集
落
宮
園
の

中
心
部
へ
続
く
そ
の
間
に

は
、
平
野
、
西
谷
、
栗
鶴
、

鶴
地
区
が
あ
る
。
当
地
区
に

つ
い
て
は
、
次
号
に
て
。

＝＝八重地区八重地区＝＝

五木村五木村のの宝宝
シリーシリーズズ たたかからら

Vol.Vol.1313

八重神社の御就願

八重地区

コスモス（秋桜）


